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※3Ｒ… Reduce（リデュース：発生・排出抑制）Reuse（リユース：再使用）Recycle（リサイクル：再生利用）

● 市民1人１日あたりでは…

　一人ひとりの積み重ねが大き

な成果をもたらします。

　あなたも今日からチャレンジ

しよう！
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※「資源化量」に含まれるものは…

・資源集団回収（新聞、雑誌、ダンボール、古布など）

・家庭から出る資源物（缶、びん、ペットボトルなど）

・事業活動に伴う資源物（ダンボール、オフィスペーパーなど）

・その他（生ごみ堆肥化など）

もったいないからはじめよう！  チャレンジ・３R

 パート2

市全体の資源化量を20万トン（資源化率35％）にします。

● 市全体の目標

平成27年度

20万トン
平成27年度

20万トン

平成27年度

400グラム
平成27年度

400グラム ごみの分別・リサイクル !

目標2

アルミ缶（350ml）
20g×20本

ペットボトル（500ml）
50g×8本

朝刊（10枚40面）
200g×2日分

Tシャツ（1枚）
100g×4枚

資源化
400グラムの

目安

実績 目標

目標実績

平成15年度

12万トン
平成15年度

12万トン

平成15年度

250グラム
平成15年度

250グラム



川崎市から出る資源物の量を知っていますか？

… 平成17年度に市が集めた資源物の量は、12万3千トン

回収された資源物は何に生まれ変わるの？

その他
0.2％

家庭から
出る資源物
21.5％

資源集団回収
42.1％

事業活動に
伴う資源物
36.2％
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H15年度 H17年度 H27年度

目標値（20万トン）まで
あと約8万トン

　500mlボトル（50g）に換算して約7,400万本のペ
ットボトルが一年間に回収され、制服やシャツな

どの繊維製品、洗剤用ボトル、文具類、コンテナ

などの身近な製品に形を変えて再利用されていま

す。�

　500mlボトル約3本で、シャツ一着を作ることが
できます。

目標：20万トン

　350ml缶（20g）に換算すると約3億6千万本に相当し、新しいアルミ
缶などの材料として使われています。市民一人当たりに換算すると年

間約280本に相当します。
　アルミ1トンをアルミ缶から製造した場合、節約でき

る電力量は約20,000キロワット。約66世帯分の電気を1

ヶ月間まかなうことができます。（アルミ缶リサイクル

協会の試算に基づく推計）

もったいないからはじめよう！  チャレンジ・３R
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　川崎市では、現在普通ごみを週4日、資源物を週1日収集していますが、平成19年4月1日
からは、

平成17年度内訳

川崎市が回収した…

空き缶

7,200トン

ペットボトル

3,700トン

○ 排出ごみ量の平準化を図り、効率化、効果的な収集を行います。�

○ ミックスペーパーのモデル収集を一部の地域で行います。�

○ ごみ収集のない日を利用して、資源ごみ（ミックスペーパー、その他プラスチック）の分別を検討し、
　 全市拡大を目指します。�

○ 普通ごみの収集を「月、水、金」の地区と「火、木、土」の地区に分けます。�

○ 資源物の日を現行の火曜～木曜から、月曜～土曜の6地区に分けます。�
○ 今までごみを収集していなかった休日も普通ごみや資源物の収集を行います。

★★　新しいごみ収集体制を導入することで・・・　★★

平成19年4月1日から川崎市のごみ収集日が変わります。平成19年4月1日から川崎市のごみ収集日が変わります。平成19年4月1日から川崎市のごみ収集日が変わります。



「（仮称）かわさき生ごみリサイクルプラン」
策定検討会議の設置と報告書の作成
「（仮称）かわさき生ごみリサイクルプラン」
策定検討会議の設置と報告書の作成

「（仮称）かわさき生ごみリサイクルプラン」策定の手順

「（仮称）かわ

さき生ごみ

リサイクル

プラン」策

定検討会議

川 崎 市

策定検討会議（6回）
（平成17年11月～平成18年6月）

策定検討会議（2回）
（平成18年8月～9月）

「中間報告書」策定
（平成18年7月）

「最終報告書」策定
（平成18年9月）

「（仮称）かわさき生ごみ
リサイクルプラン」策定
（平成18年度中を予定）

市
民
説
明
会

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト ｝

｝

もったいないからはじめよう！  チャレンジ・３R 3

　川崎市内の家庭や事業所からは、毎日たくさんの生ごみが出ます。この生ごみのほとんどがごみとして

収集、焼却され、最終処分場に埋め立てられています。しかし、生ごみはリサイクルすることで肥料・堆

肥になる他、メタンガスを取り出してエネルギーとして活用することもできるなど、資源として役立てる

ことができます。

　生ごみをリサイクルしてできた堆肥や肥料を活用し、農産物をつくるという地域での循環を基本とし、

さらに川崎の地域特性を生かした生ごみリサイクルの取組を行っていくことが必要とされています。

　「（仮称）かわさき生ごみリサイクルプラン」

策定検討会議では、平成17年11月から平成

18年6月にかけて、川崎市で生ごみリサイク

ルに取り組んでいる市民・事業者・研究者・市

が、お互いの経験と知恵を出し合って中間報

告書を作成しました。�

　この中間報告書に市民の皆さんからのご意

見をいただき、「最終報告書」を策定しまし

た。そして、川崎市が「最終報告書」の考え

方を生かして、「（仮称）かわさき生ごみリサイ

クルプラン」を策定することになります。

　今年度中に「かわさき生ごみリサイクルプラン」を策定します。

　プランができ次第皆さんにお知らせします。

　詳しくは「環境局廃棄物政策担当」へお問合せください。

チャレンジ・３R特集チャレンジ・３R特集

川崎らしい川崎らしい川崎らしい

今、なぜ生ごみリサイクルが必要なの？今、なぜ生ごみリサイクルが必要なの？

「生ごみリサイクルプラン」つくります！

地域の廃棄物減量指導員にご協力を！
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